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三陸・常磐ものネットワーク（仮称）への御協力のお願い 

 

  

貴協会におかれましては、平素より観光行政にご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。 

  現在、経済産業省において、福島・東北等の本格的な復興に向けて、三陸・常磐もの（岩手県、

宮城県、福島県、茨城県の水産品等）の消費拡大のため、企業等の皆様に、三陸・常磐ものを使

った弁当等の消費などを通じて、三陸・常磐地域の水産業等を応援していただく枠組み（「三陸・常

磐ものネットワーク（仮称）」）の構築の検討が進められています。 

 本ネットワークは令和４年 12 月中旬に設立される予定となっているところ、設立に先立ち、経済

産業省から企業の皆様に対して、添付資料のとおり「三陸・常磐ものネットワーク（仮称）へのご協

力のお願い」がなされたところです。 

 三陸・常磐ものの魅力発信・消費拡大という趣旨に御賛同いただける企業の皆様に本ネットワー

クへの御参加をお願いしたく、貴協会におかれましても、傘下会員に対して添付の事務連絡及び

説明資料を送付いただきますようお願いいたします。 

 

【添付資料】 

（別添１）【企業・団体向け】【事務連絡】三陸・常磐ものネットワークへのご協力のお願い（経済産

業省） 

（別添２）【企業・団体向け】【説明資料】“三陸・常磐もの”の消費拡大のための取組について（経済

産業省） 



【事務連絡】三陸・常磐ものネットワーク（仮称）へのご協力のお願い 

 

経済産業省 大臣官房 

福島復興推進グループ 

令 和 ４ 年 1 1 月 

 

１．概要 

・経済産業省では、福島等の本格的な復興に向けて、三陸・常磐もの（岩手県、宮城県、福

島県、茨城県の水産品等）の魅力発信・消費拡大に関する枠組みを検討しております。具

体的には、企業等の皆様にご参加いただき、三陸・常磐ものを使った弁当等の消費などを

通じて、三陸・常磐地域の水産業等を応援していただく枠組み（ネットワーク）を構築す

ることとしています。（詳細は、PDFの通り。） 

・本ネットワークは、令和４年１２月に設立する予定となっており、企業等の皆様には、事

前にご協力・ご参加の依頼をさせていただく次第です。 

 

２．企業等の皆様へのお願い 

・三陸・常磐ものの魅力発信・消費拡大という趣旨にご賛同いただける企業等の皆様には、

是非とも本ネットワークにご参加いただきますよう、お願い致します。その上で、定期的

に三陸・常磐ものを使用した弁当等を消費していただくこと、経産省主催のイベント等に

おけるご協力などをお願いする予定でございます。 

・他方、本ネットワークにご参加される企業等の皆様の取組は任意であり、参加によって義

務が発生するものではございません。 

 

３．ご連絡先 

・本ネットワークにご参加頂ける企業等の皆様においては、 

下記連絡先まで、①社名、②担当者、③連絡先、④従業員数をご送付ください。 

・12 月中旬のネットワーク立ち上げ後に、正式に登録を行い、HP 等が利用可能になる予定

です。 

・また、ご希望があれば説明の機会を設けますので、その旨ご連絡ください。 

 

【連絡先】 

   経済産業省 大臣官房福島復興推進グループ 総合調整室 

   担当：阿部、古川、久保山、宮澤、岩渕（光） 

  （E-MAIL）  bzl-meti-network@meti.go.jp 

  （電話番号） ０３－３５０１－１２２８ 

 

以上 



“三陸・常磐もの”の消費拡大のための

取組について

令 和 ４ 年 １ １ 月

経 済 産 業 省

復 興 庁

農 林 水 産 省



■問い合わせ先

経済産業省 大臣官房福島復興推進グループ 総合調整室

担当：阿部、古川、久保山、宮澤、岩渕（光）

【E-MAIL】 bzl-meti-network@meti.go.jp

【 T  E  L 】 ０３－３５０１－１２２８

1

※本枠組みへご参加頂ける皆様は、
①社名、②担当者、③連絡先、④従業員数を上記メールにご送付ください。
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⚫ 三陸・常磐地域の水産業等は、ALPS処理水の放出※に伴う風評の影響の懸念や、
燃油価格の高騰、水産資源の減少等の様々な課題に直面。

⚫ こうした中、三陸・常磐地域の水産業等を振興するためには、サプライチェーン全体を
底上げし、「獲れば売れる。売れるから獲る。」という好循環を産み出すことが必要。
また、“三陸・常磐もの”の魅力を発信することは、ALPS処理水の海洋放出に伴う
風評の発生を防ぐことにもつながる。

⚫ 以上の観点から、“三陸・常磐もの”の魅力を発信し、消費を拡大する、政府関係機
関、自治体、産業界等が参加するネットワークを立ち上げる。

設立の趣旨

【参考】 経済産業省ホームページ
●ふくしまの今
https://www.meti.go.jp/earthquake/index.html

●ALPS処理水の処分について
https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/hairo_osensui/alps.html

※ALPS処理水は、2021年４月に決定した政府の基本方針において２年程度後を目途に海洋放出を行うこととされている。
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【参考】西村経産大臣発言

• ALPS処理水の海洋放出によって、漁業者の皆さんのなりわいを妨げることが
あってはならないと思います。皆さんが継続的に漁業をやっていけるように、そし
て発展していけるように、まさに魅力ある福島の海産物、そして水産加工品、
それらの販路や消費をしっかり回復させ、拡大をしていくことがまさに私の責
務であるということを痛感いたしました。

• こうした思いから、産業界、そして全国の自治体とも連携して、協力もいただ
きながら、福島産の水産物、そして三陸、常磐もの、その魅力を発信して、
消費拡大を進めていくための官民連携の新たな枠組みの構築に着手するよ
う事務方に指示したところであります。今後、年内を目途に具体化を図ってい
きたいというふうに考えております。

■10月30日 西村経産大臣 記者会見（福島出張時）

■10月31日 西村経産大臣と東北経済界との懇談会
• 廃炉を成し遂げるためにはALPS処理水の処分は避けては通れない課題でござい
ます。昨日、地元の漁業者の皆様と意見交換させていただきましたけれども、政府
は昨年４月に海洋放出を行う方針を決定し、理解醸成の活動して風評対策に
取り組んできたところですけれども、昨日も風評影響を懸念する声を伺いました。

• 若い方々が多く、非常に強い意欲を持って漁業に取り組まれておられました。まさに
風評に打ち勝ち、三陸・常磐ものといった水産物の魅力を日本全国・世界に発
信し、消費拡大を図る、こうした取組をぜひとも応援をしていきたい。そうしたなか
で、官民連携で消費拡大の枠組みの構築に着手したいというふうに考えております。
年内には取組を具体化したいと考えておりまして、本日お集まりの皆様方におかれ
ましても、ぜひ枠組みへの参加、様々ご意見いただきながら参加いただき、三陸・
常磐ものの消費拡大にご協力いただければと思っております。

▼西村経産大臣と漁業者との車座対話
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概要

三陸・常磐地域の県

PR・広報活動

イベント情報等

を周知

ECサイト

三陸・常磐ものを
販売するECサイト利用

弁当

三陸・常磐ものを

使った弁当販売

キッチンカー

敷地内で

キッチンカーを出店

メニュー利用

漁業者等地元の供給事業者
（漁協、加工組合 等）

政府関係機関、参加民間企業・団体、消費自治体等

アンテナショップ 地元産品ECサイト

○イベント情報提供○ＥＣサイト登録○関係企業・団体の紹介、食材の提供

企業内マルシェ

敷地内で三陸・

常磐ものを販売

社食

社食等で三陸・

常磐ものを利用

○商品の提供

⚫ 「魅力発見！三陸常磐ものネットワーク」（仮称）は、政府関係機関、産業界、消費地を抱える
自治体から広く参加を募り、売り手と買い手を繋げることで、“三陸・常磐もの”の魅力発信、消費拡
大を推進。

⚫ 具体的には、①三陸・常磐地域の食材等を紹介し、希望する参加企業等とのマッチングを行うととも
に、②東北復興関連イベントの発信、参加企業等における啓発活動の支援を実施。
さらに、③ALPS処理水の海洋放出に伴い万一風評が発生した場合に参加企業等による“三陸・常
磐もの”の積極的な購入を支援（買い支え）。

⚫ これにより、ALPS処理水の放出に伴う風評を抑制・払拭するとともに、三陸・常磐地域における水
産業等の本格的な復興、将来にわたる水産業等の持続的な発展につなげる。



⚫ 今後、できるだけ多くの企業・団体・消費自治体の皆様に本ネットワークにご参画いただき、”三陸・
常磐もの”の消費拡大を実現したい。

⚫ このため、関係企業・団体・消費自治体の皆様においては、ネットワークへの積極的なご協力・ご参
画をお願いしたい。

参加企業等の取組のイメージ
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■イメージ

⚫半年に一度程度、“三陸・常磐
もの”の食品等の消費拡大イベ
ントを実施

⚫経産省主催の取組に参加

⚫月に一度程度、”三陸・常磐
もの”の弁当を注文（例）

⚫企業・自治体内での東北復
興に関する啓発活動等の実
施

⚫各メニューの利用状況の報告

福島フェア

①ネットワークへの参加

② ”三陸・常磐もの”の購入等

③イベントの実施等

⚫企業等としての参加表明
（経産省HPに社名を公表）

⚫基本情報の登録
（職員数、社食利用状況等）

＜取組実施企業等を経産省HPで公表＞

“三陸・常磐もの”を購入し、
復興を応援しています！

●●株式会社

■■株式会社

▲▲株式会社

●●株式会社

※SNS等で発信することも検討



【参考】政府の取組①

女川産のギンザケ塩焼き

【2022年3月】お弁当販売の例

常盤もの穴子けんちん揚げ

【2022年6月~】キッチンカーでの販売

あんこうのフィッシュバーガー

岩魚の
塩焼き

１．霞が関全体で実施した取組
• 2022年3月には、21の省庁が参加し、福島・宮城産のお魚弁当を食べて復興を応援する取組
「お魚を食べて復興を応援しよう in 霞が関」 を３日間にわたって実施し、3000食以上販売。

２．経産省における取組
• 2021年９月から、省内の食堂で、キノコ、キュウリ、トマト等の福島県産食材を積極的に活用。
• 加えて、本年6月から、経産省において福島の水産物等を使った弁当等をキッチンカーにて販売する
取組を定期的に開始。10月まで計９日開催し、約1,000食販売。
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【参考】政府の取組②

⚫ 復興庁・農林水産省においても、福島県等の食材の消費拡大に係る取組を実施。

⚫ 今後、経産省が主体となり、復興庁・農林水産省とも協力をして、三陸・常磐ものネット
ワーク（仮称）の取組を進めていく。
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⚫ ８月３０日に、復興庁主催の「ふくしま復興
フェア」を都内で開催。

⚫ また、１０月１４日の閣僚懇談会において、
復興大臣から、各省庁の食堂での福島県産
の食材を積極的に活用したメニューの提供を
依頼。

⚫ 毎年３月１１日前後に、経済３団体等と復
興大臣の意見交換を実施し、福島県産食品
の活用も依頼。

■復興庁における取組 ■農林水産省における取組

⚫ 10月より、近畿地区の量販店等において三
陸・常磐産水産物の販売促進を支援。

⚫ 11月1日から30日の期間、首都圏等の外食
店において三陸・常磐フェアを実施。

⚫ また今年９月22日に、野村農林水産大臣が
福島県いわき市を訪問し、漁業者と意見交換。

※三陸・常磐・・・主に青森から茨城あたりまでの地域。その沖合には、親潮
と黒潮が交わる潮目と呼ばれる豊かな漁場がある。主な水産物はヒラメ、イ
カ、ワカメ、カツオ等。



○令和４年

・11月以降 産業界・消費自治体との意見交換、御協力・参加依頼

・11月18日 ネットワークの事務局設置

・12月中旬 ネットワークの立ち上げ
企業・消費自治体等の登録受付け開始

○令和5年

・春頃 三陸・常磐もの消費拡大イベント、参加企業数等の実績の公表（予定）

・夏頃 三陸・常磐もの販促フェア
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今後のスケジュール

メニューの利用促進、追加の参加依頼

※参加企業等による三陸・常磐ものの弁当等の消費イベント

※参加企業等において、月に１回程度、三陸・常磐ものの社食、弁当等の消費を行うイメージ

※参加企業等における弁当の消費やキッチンカーの利用の拡大キャペーンに加え、
同時期に一般消費者向けのイベントを実施



各メニューの利用イメージ
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⚫ ”三陸・常磐もの”の弁当を提供する事業者が、参加企業等に対して弁当の販売を行うサービス。

⚫ 参加企業等は、HP上で登録した上で、弁当事業者と販売メニューについて相談し、希望日に弁当を調達するこ
とが可能。

⚫ 例えば、ランチミーティングに合わせて“三陸・常磐もの”の弁当を利用することで、消費拡大に貢献していただき
たい。

弁当
三陸・常磐ものを

使った弁当販売

小名浜漁港水揚げの鯖の塩焼き
【●●店】

参加民間企業等

①閲覧・注文
（X月X日 100食分）

・・・・

常磐もの鮟鱇の唐揚げ
【▲▲店】

②指定日に指定の数
お届け

③ランチミーティング等において
“三陸・常磐もの”の弁当を利用

利用イメージ（１）弁当

ネットワーク

④利用実績を集約（自動）

あんこう
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⚫ ”三陸・常磐もの”のメニューを提供するキッチンカーが、 参加企業等の敷地内で販売を行うサービス。

⚫ 参加企業等は、HP上で登録した上で、キッチンカー事業者と販売メニューや場所について相談し、希望日にキッ
チンカーの派遣を受けることが可能。

⚫ 例えば、社内のイベントに合わせてキッチンカーを利用することで、消費拡大に貢献していただきたい。

利用イメージ（２）キッチンカー

キッチンカー
敷地内で

キッチンカーを出店

ネットワーク

参加民間企業等

①閲覧・注文
（X月X日 100食分）

②指定日に
キッチンカー派遣

③会社敷地内で
キッチンカーの販売

あんこうと会津味噌タルタルの
フィッシュバーガー

【●●KC】

・・・・

常磐ものほっき貝のパエリア
【▲▲KC】

④利用実績を集約（自動）
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⚫ ”三陸・常磐もの”のメニューを社食で提供する給食事業者向けに、食材提供事業者を紹介するサービス。

⚫ 参加民間企業に社食を提供している給食事業者は、紹介された情報を元に食材を調達し、社食において“三
陸・常磐もの”のメニューを提供することが可能。

⚫ 例えば、社食において、“三陸・常磐ものフェア”などを実施することで、消費拡大に貢献していただきたい。

利用イメージ（３）社食

社食

食材提供事業者を紹介
紹介後の個別フォローも適宜実施

ネットワーク

参加企業等への
社食提供事業者

①“三陸・常磐もの”の食材
に関するニーズを登録

②食材提供事業者
を紹介

サバ サンマの開き

④社食での“三陸・常磐もの”の提供

しらす

【●●水産】 【▲▲物産】
提供している主な食材 提供している主な食材

③紹介された事業
者からの食材調達

食
材
提
供
事
業
者
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⚫ ”三陸・常磐もの”を販売するアンテナショップ等が、参加企業等のオフィスで販売会を行うサービス。

⚫ 参加企業等は、HP上で登録した上で、マルシェ事業者と販売商品や場所について相談し、希望日に企業内マ
ルシェを開催することが可能。

⚫ 例えば、社食で”三陸・常磐もの”メニューを販売することに合わせて、企業内マルシェを開催することで、消費拡
大に貢献していただきたい。

利用イメージ（４）企業内マルシェ

企業内マルシェ

敷地内で三陸・

常磐ものを販売

ネットワーク

参加民間企業等

①マルシェの実施希望
（●月●日）

②マルシェの提供

企業内マルシェ関連情報

④利用実績を集約（自動）

”福島フェア”

③企業内マルシェの実施
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⚫ “三陸・常磐もの”に関するECサイトを一元的に集約し、検索・閲覧を可能とするサービス。

⚫ 参加企業等は、購入したいもののニーズに合わせて、適切なECサイトにアクセスすることが可能。

⚫ 例えば、ECサイトを通じて、“三陸・常磐もの”の贈答品を購入することで、消費拡大に貢献していただきたい。

利用イメージ（５）ECサイト

ECサイト

三陸・常磐ものを販売する
ECサイトに誘引

ネットワーク

参加民間企業等

・・・・

利用実績を集約（自動）

ECサイトを一元的に閲覧可能

“常磐もの”を購入したい方 “三陸もの”を購入したい方

関連サイトを集約し、参加企業が必
要なサイトにスムーズにアクセス
できるようシステムを構築

常磐もの
ECサイト

三陸もの
ECサイト

三陸もの
ECサイト
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⚫ “三陸・常磐もの”に関するイベント情報等を一元的に集約し検索・閲覧を可能とするとともに、 プッシュ型で情
報提供を行うサービス。また、企業内における啓発活動の支援も行う。

⚫ 参加企業等は、ニーズに合った情報・支援にアクセスすることが可能。

⚫ これらの情報・支援を活用して、従業員に、イベント情報の周知、啓発活動等を実施していただきたい。

利用イメージ（６）PR・広報活動

PR・広報活動

イベント情報等

を周知

ネットワーク

参加民間企業等

関連イベント情報等
を一元的に閲覧

関連イベント情報を集約し、
参加企業が必要な情報をにスムーズに
アクセスできるようシステムを構築

プッシュ型
で情報提供

企業内啓発活動
の実施依頼

講師の派遣
・講習の実施

利用実績を集約
（自動）

【イベント情報集約】 【社内啓発活動
支援の情報】

テーマ：東北の復興の現状等

ふくしま
フェア

in TOKYO

三陸・常磐応援
キャンペーン

全国ふくしま
応援フェア
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⚫ パナソニックは、福島県とパートナーシップを組み、本社（大阪府門真市）と大阪ビジネスパーク拠
点の社員食堂で、魚を中心とした福島県の農畜水産品を定期的（月1回程度）・継続的に提
供する取組を実施。2022年10月末現在で６拠点に展開中、11月にさらに３拠点導入予定。

【参考】パナソニックの取組

出典：パナソニックグループ プレスリリース（https://news.panasonic.com/jp/press/jn220125-1）
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⚫ 三菱地所は、本社の社員食堂にて、”福島フェア”を開催（令和４年１月17日～21日）。

⚫ 喜多方ラーメンや浪江焼きそば、ソースカツ重、馬肉カレーなどの福島メニューを提供した。

【参考】三菱地所の取組

出典：福島県庁ホームページ（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html）

◆福島フェアの様子
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⚫ キヤノンは、本社社内食堂にて、”福島フェア”を開催（令和２年３月23、25日）。

⚫ 喜多方ラーメン、会津ソースカツ丼を提供した。

【参考】キヤノンの取組

◆福島フェアの様子

出典：福島県庁ホームページ（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html）
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⚫ みずほ銀行は、本店社内食堂にて、”福島県フェア”を開催（令和２年３月11日～13日）。

⚫ 喜多方ラーメン、銘柄鶏 伊達鶏ささみカツ、会津カレー焼きそばを提供した。

【参考】みずほ銀行の取組

◆福島フェアの様子

出典：福島県庁ホームページ（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html）
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⚫ 鹿島建設は、赤坂別館において、“福島県特産品フェア”を開催。

⚫ 福島鯖を用いたメニューも販売した。

【参考】鹿島建設株式会社の取組

◆福島フェアの様子

出典：福島県庁ホームページ（https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/01410a/cases.html）


